
空き家＆空室を使った
ひとり親家庭向け住宅支援



World Habitat Award2018 
最優秀賞受賞

ＮＰＯ法人リトルワンズ（本社：東京都杉並区阿佐谷南3-37-10-301 代表理事：小山訓久）は、世界
の優れた居住支援を表彰する「World Habitat Awards」において、最優勝賞を受賞しました。母子家
庭を対象とした住宅支援と空き家の活用を高く評価され、2019年5月に行われる国連ハビタットにて
授与と講演を行います。
World Habitat Awards（https://www.world-habitat.org/）は、1985年にビルディング＆ソーシャルハウ

ジング財団によって設立された国際的な賞。毎年、世界各国の住まいと人権に貢献した団体を１０
団体選出している。UN-HABITAT 国際連合人間居住計画（ハビタット）に協力しており、審査は２段階
の書類審査、現地調査によって決められている。10月に視察団が来日、リトルワンズを審査した。１

年間の審査をへて、最優勝が世界から２団体選ばれる。審査基準として、革新的で、世界各国に普
及できるような、住まいと人権に貢献できる持続可能な方法を提示し、且つ現役で実践していること
が要求される。日本からは2002年に世田谷区深沢環境共生住宅が受賞しており、リトルワンズの
受賞は１６年ぶりになる。
2018年は、世界５０か国２００以上の団体の応募から、８団体がファイナリストに選出。その中から最

優秀賞が２団体選ばれた。最優秀賞となったＮＰＯ法人リトルワンズ、パキスタンからの１団体は、
2019年5月、国連ハビタット第２７回大会（開催国ケニア・ナイロビ）において、授与式とスピーチを行
います。

国連ハビタット・エグゼクティブディレクター・マイムナ・モド・シャリフ氏は以下のように評価していま
す。「女性と子供たちに大きな変化を起こしたリトルワンズに称賛をお送りします。最も豊かな経済
圏でさえ困難に直面している方が多く居ます。世界の全ての女性と子供は、適切で入手可能な価格
で住宅を利用する権利があり、国連ハビタットでは、全ての人、家族が“家”と呼べる場所を持つこと
をサポートしています。それを体現したリトルワンズの受賞は大変ふさわしいです。」





住宅が必要なのは高齢者だけではない

低所得者、被災者、高齢者、障害者、子どもを育成する家庭等

（住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律より）
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ハードとしての住まいの確保

○対象者の住まいにふさわしい物件の開拓
○家主等との連携
○住まいの物件情報の把握

ソフトとしての住まい方の支援

○支援対象者と住まいのマッチング
○対象者のニーズに応じた継続的な相談・支援



シングルママの数字

●子供の貧困率 ７人に１人
約半分が一人親家庭

●日本のシングルママの８０％が就労
先進国で最も高い数値

●母子世帯の年間収入は、200万円前後
200未満が全体の38.9％、
200 ～ 400万円未満が32.6%

●悩みのワースト３は、
家計４５．８％、仕事１９．１％、住居１３．４％



シングルママの居住の現状

①経済的理由

②場所（保育園とペア）

③家賃

④不動産屋の理解

⑤生活環境

⑥公団入居のむずかしさ

⑦保証人が必要

経済的な制限+住居獲得にも制限



民間賃貸住宅の入居者制限

Ｈ27年日本賃貸住宅管理協会「民間賃貸住宅の管理状況調査」

ひとり親は入居拒否リストの第５位



ひとり親のイメージ誤解も多い

①生活が不安定なので家賃を払えないと思う
実際は、ひとり親の約８１％が就労しています。

これは先進国の中で最も高い数値。アメリカ（７３．８％）、イギリス（５
６．２％）、フランス（７０．１％）、イタリア（７８．０％）、オランダ（５６．
９％）、ドイツ（６２．０％）ＯＥＣＤ平均（７０．６％）（参照：2005年、ＯＥＣ
Ｄ「Babie and Bosses」）

②子供を家に独りきりにしているので、問題があったら困る

子供は保育園に預けたり、家庭支援員、ヘルパーさんに看てもらって
いる。子供が自分で学童保育に行っていることもある。

③ひとり親は働いていないで、生活保護を受けている
生活保護を受給している母子世帯は１割以下。
（平成２３年度全国母子世帯等調査）

誤解



本事業の考え方

①家を通じてママにもオーナーにもプラス

リトルワンズ
不動産

オーナー

マッチング生活支援 保証＆家賃



本事業の考え方

②部屋を貸すだけで終わらない

住居は人生の基盤

「住まいが人を作り、人が住まいを作る」

子供とママが住むと地域も元気に

子供とママを最優先にできる行政区に





メディア掲載



平成29年度 国土交通省 全国版空き家・空き
地バンクの構築及び地域の空き家等の流通モ
デルの構築に関する調査検討業務
平成29年度 杉並区居住支援モデル事業
平成29年度 国土交通省シェアハウスガイド
ブック
平成30年度 国土交通省スマートウェルネス住
宅等推進事業選定
平成30年度 東京都居住支援法人指定



居住支援協議会と共に

事業推進
法整備提言
情報発信
調査研究
情報収集

豊島区
居住支援協議会

東京都都市整備局
住宅政策推進部

国土交通省住宅局

情報共有
施策連携

活動報告

事業費の補助、
情報提供

連携

リトル
ワンズ

杉並区

子育て
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本事業の特徴 ワンストップ

★ひとり親家庭

住まい+生活支援+就労支援+子供ケア

★オーナーさん

安定した家賃収入、物件価値の維持

安心できる入居者の確保

次世代への貢献



現在進行形事業

★豊島区
2012年より事業開始
年収に応じた家賃の減額、トータル＆伴走型生活支援
生活相談、就労相談、地域からの支援（商店街、地元NPO）

★杉並区
2018年４月より事業開始
2部屋に入居。独立型のシェアハウス。敷金あり、礼金保
証人なし。トータル＆伴走型生活支援生活相談、就労相談

★個別住居支援
2018年実績65家族。
空き家を優先に、一般賃貸マンション＆アパートも紹介。
敷金礼金あり。保証人なし。トータル＆伴走型支援、生活相談

★新宿区
トータル＆伴走型支援、敷金礼金保証人なし。トータル＆
伴走型生活支援、生活相談



オーナーさんもお得

①行政のバックアップ

空き家活用の補助金

建築士などによる調査の補助

②安心できる入居者の確保

支援団体が調査、推薦、入居後もケア

③安定した家賃収入

定住志向が強い

物件を活かした資産運用＆社会貢献

バリアフリー工事、耐震改修工事、用途変更
工事等
家賃低廉化に要する費用
入居時の家賃債務保証料

住宅金融支援機構、信用金庫による改修費
への融資等



「空き家」の対策って
何から始めたらよいの？

①居住支援協議会を作ること

②区民、商店街＆町会を対象とした

空き家対策のセミナー、勉強会を開くこと

（区民のニーズを聞ける、最新の情報を届けられる、地域でコ
ンセンサスを作れる）

③オーナー向け空き家対策セミナーを開くこと
（オーナーの掘り起し、獲得、予備軍を見つける）

④プレイヤーを見つける



政策として

①社会問題・空き家を活用して解決
（地域の景観、安全、防災、地域資源を守れる）

②社会問題・「住宅確保要配慮者」を住宅で解決
（高齢者、ひとり親などを、住まいの面から支援）

③オーナーさん、不動産業も協力できる

④住まいが確保されれば税収入も安定。未来へ
の投資。

④国の政策としてもスタート。補助金もある

⑤先行事例がある



やっちゃダメなこと

①ハードだけで攻めること
空き家の解決ではなくて、住まいの解決

②住宅課だけ、〇〇だけで行うこと
他の課、地域団体、ＮＰＯとの連携が大事。連携した方がラク。

③サービスにすること
サービスは対価だけで何かを提供すること。サービスだけを提供する事業
は「居住支援」ではない。どこまでいっても支援を念頭に。

そして、市場やお金とも丁度良い関係な事業を作ることが大事です。

④想像だけでやっちゃうこと
「こんな支援が必要だろう」「ここなら人が住むだろう」オーナーさん、現場、
地域の人、住む人の声を聞きながら、現実的な事業をしましょう。


